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建築物型式部材等製造者認証申請要領 

 

１．目  的 

    本要領は、建築物型式部材等製造者認証の申請から認証までの手順を定めることによ

 り、申請者の利便に供するとともに、本業務の公正かつ円滑な運営に資することを目的

 とします。 

 

２．適用範囲 

 本要領は、「一般財団法人日本建築センター認定等業務規程(BR-02)」（以下「業務

規程」という。）第５条に定める認定等業務のうち、建築物を対象とする型式部材等製

造者認証に適用します。 

  建築基準法では、法第６８条の１１第１項にある規格化された型式の建築材料、建築

 物の部分又は建築物の申請について、同法第６８条の１３の技術的基準（以下、技術的

 基準という）への適合審査業務に適用します。 

 

３．認証の対象 

    型式部材等製造者認証の申請に当たり、申請の条件が建築基準法及び同法施行規則で

 定められています。詳細については建築基準法（第３章の２：第６８条の１１～６８条

 の２４）及び施行規則（第１０条の５の４～第１０条の５の１７）をお読みください。

  下記に当該申請に当たり必要最低限の条件及び取扱い要件を記載します。 

 

    ①申請に係る型式部材等の型式で型式部材等の種類ごとに国土交通省令で定めるもの

   が型式適合認定を受けたものであること。（法第６８条の１３第１項１号） 

  ②申請に係る型式部材等の製造設備、検査設備、検査方法、品質管理方法その他品 

   質保持に必要な技術的生産条件（以下、技術的生産条件という）が整っていること。

   （法第６８条の１３第１項第２号） 

    ③令第１３６条の２の１１第１号に規定する門、塀、改良便槽、屎尿浄化槽及び合併

   処理浄化槽並びに給水タンク及び貯水タンクその他これらに類するもの（屋上又は

   屋内にあるものを除く。）以外の建築物の部分で、当該建築物の部分に用いられる

   材料の種類、形状、寸法及び品質並びに構造方法が標準化されており、かつ、当該

   建築物の部分の工場において製造される部分の工程の合計が、すべての製造及び施

   工の工程の２／３以上であるもの。（法施行規則第１０条の５の４第１号、第２号） 

 

４．審査委員会及び審査対象建築物 

  ①審査委員会：住宅製造者認証審査委員会 

    ②対象建築物：低層住宅（原則、３階以下の住宅、工業化住宅を含む） 

 

５．用語の定義 

    以下に本要領で用いている用語の定義は以下のとおりです。 

    ①書類審査 

        技術的生産条件が技術的基準に適合していることを書類上確認するための審査で

す。 

    ②実地審査 

    技術的生産条件が技術的基準に適合しているかを検証するために、必要な客観的

   証拠を入手する目的で工場において実施する審査です。 

    ③フォローアップ審査 

        書類審査及び実地審査の結果、技術的基準に照らし適合性に疑義があった場合、
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   当該事項に対する処置等の有効性を検証するために主として工場において実施す 

   る審査です。 

 

６．事前相談から認証書の発行までの流れ 

    以下に当該申請に当たり、事前相談から認証書の発行までの標準的な流れを記載いた

 します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．申請の打ち合わせ 

 申請にあたっては、申請事項及び提出資料等についてＢＣＪ評定部調

整業務課担当者（以下「事務局」と言う）と打ち合わせを行って下さい

。 

 

２．申請の準備 

 申請の準備に際しては、本要領の他に以下の文書を参考にして下さい

。 

  ①認定等業務規程（BR-02） 

  ②認定等業務約款（BR-506） 

  ③手数料一覧表＜型式部材等製造者の認証＞（BR-512） 

 ④型式部材等製造者認証申請書（BF調02-02） 

 

３．行政上の取扱いについての事前打ち合わせ 

  取扱方法が明確でない案件の場合は、必要に応じて関係機関と相談し

て回答いたします。 

 

４．委員会開催日程について 

  委員会は、原則として毎月に１回開催します。 

  委員会の開催日については、当財団のホームページに掲載しています

のでご覧ください。 

   

５．審査資料について 

  審査資料の作成については、本要領の別紙「建築物型式部材等製造者

認証の審査資料作成要領」を参考にしてご用意下さい。 

 

 申込審査資料等が不十分な場合は、審査等の申請を受理できない場合

がありますのでご了承下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前相談 
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１．申請について 

(1) 以下の資料を委員会開催の１週間前までに、事務局まで提出して下

さい。 

 ①型式部材等製造者認証申請書(BF調02-02)        ･･･１部 

  ②審査資料（申請概要と審査用チェックリスト(BHF調70-14、BHF調70

-17)を含む）                     ･･･２部 

  

(2) 尚、審査資料について、以下の事項を確認させて頂きます。 

 ①申請案件が当財団の業務対象となっていること。 

 ②申請書に必要事項が全て記載されており、申請の内容が明確になっ

ていること。 

  ③型式部材等製造者認証審査資料作成要領において要求している全て

の資料が整っており、かつ記載事項に漏れがないこと。（施行規則

で要求されている資料が整っていること） 

(3) 受理する場合は、承諾書(型式部材等製造者認証申請書に受付の承諾

日を明示したもの)を交付します。 

(4) 提出図書に不備等を認めたときには、当財団の指定する日までに補

正して頂いた後､再び(2)の確認を行います。 

(5) 提出図書の不備等が補正の余地のないときは、受理できない理由を

説明して提出図書をお返しします。 

(6) 技術的判断を必要とする為、事務局が(2)の確認ができない場合は、

審査委員会に諮った後その確認を行います。 

 

 申請案件については、申請される内容により、審査委員会当日ヒアリ

ングを実施させて頂く場合もあります。 

 

 

 

 

１．委員会（説明） 

  委員会説明において、説明ヒアリングを行う案件については、委員会

説明用資料に基づき概要説明（説明：５分程度、質疑応答：１５分程度

）を行っていただきます 

 

 その際に質疑応答の経過記録（指摘事項回答書（BHF調70-06））をお

取り下さい。 

 委員会は申請内容を聴取した上で審査方針を判断し担当委員を決定し

、部会（書類審査、実地審査）を構成します。 

 

２．委員会説明の結果連絡 

 書類審査、実地審査、担当委員及び部会日程等は、委員会説明の翌日

にご連絡いたします。 

 委員会において審査方針が確定されましたら、手数料の請求書を送付

いたしますので、速やかに所定の銀行にお振込み下さい。 

  手数料が振込まれておりませんと、認証書が発行されませんのでご了

承下さい。 

 

委員会 

１週間前 

 

申請書及び

資料の受領 

 

委員会 

（説明） 
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１．部会（書類審査）の審査方法 

  書類審査は、原則として２名以上の担当委員により審議されます。 

  部会当日は、委員会で説明ヒアリングを行った場合、指摘事項回答書

（BHF調70-06）を又、追加の資料が有る場合は３部（担当委員＋事務局

用）ご提出下さい。 

  部会においては、審査資料に基づき詳細な説明を行っていただき、質

疑応答が行われます(製造者認証審査用チェックリスト(BHF調70-14、BH

F調70-17)を使用)。尚、審査の記録は担当委員が製造者認証審査用チェッ

クリスト(BHF調70-14、BHF調70-17)に記載いたします。 

  

 

２．部会（実地審査）のスケジュール調整 

  認証の審査を実地で行う場合は、実地審査の日程調整をさせて頂きま

す。 

 

３．部会（実地審査）のスケジュールの確定 

  日程調整をさせて頂いた日をもとに詳細なスケジュールを事務局を通

して申請者、担当委員で確定し、実地審査実施書にて申請者、担当委員

に確認を行います。 

 

４．部会（実地審査）の審査方法 

  実地審査は、担当委員が現地（工場）に出向き、２名以上の担当委員

により審査されます。部会担当委員は、当該工場の技術的生産条件が技

術的基準に適合しているかを審査します。（製造者認証審査用チェック

リストを使用（BHF調70-14、BHF調70-17)）） 

 技術的基準への適合に疑義がある場合は、当該事項を申込者側に指摘

させて頂き､指摘事項回答書（BHF調70-06）にて処置等を提出して頂く事

となります。 

  提出をして頂いた指摘事項回答書（BHF調70-06）にて記載された是正

等の有効性を検証するためにフォローアップ審査を実施することもあり

ます。 

 

 

 上記の部会（書類審査、実地審査）は指摘事項回答書（BHF調70-06）

にて記載された処置等の確認が得られるまで続けます。（法適合の確認

が得られるまでと言うことです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会 

(書類審査、

実地審査) 
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１．委員会（報告） 

  部会での審議が終了した後、委員会において最終的な審議を行います

。委員会においては、担当委員により報告が行われますので、出席して

いただく必要はありません。 

 

２．委員会報告の結果連絡 

 報告の結果連絡及び以後の手続き等については、委員会報告の翌日に

ご連絡いたします。 

 委員会において報告が了承されましたら、認証書(案)が作成されます

。 

 

 

１．型式部材等製造者認証書の発行 

 委員会で了承された後、約1週間で「型式部材等製造者認証書」の発行

を行います。（認証型式部材等製造者に対する計算ソフトの確認につい

て（国住指第４号 平成３１年４月２日）に基づき国土交通省住宅局建

築指導課の指導により、型式部材等製造者認証又は型式部材等製造者認

証の更新のための審査において当該認証において製造する型式適合認定

の一連の規定に係る全ての部材等の設計に係る自社開発ソフトについて

の審査が終了した後に認証書を発行することになっております。） 

 

 

◆最終版図書の作成 

  委員会報告が了承された後、提出された審査資料を最終版図書として

整備し、１部を当財団で保管、１部を返却いたします。 

 

 

 

＜留意事項＞ 

  １．部会等における留意事項 

    ①審査は、指導を行う場ではありません。申請者側の対応等により部会審議が６ヶ月

   間に及ぶ場合、審議を打ち切らせて頂くことがあります。「認証しない旨の通知書」

    を発行いたします。････(施行規則別記第 50 号の７)(BF02-09) 

   ②部会が長期に渡り中断された場合には、「業務期日延期依頼書」(BF70-07)を提出

   して頂きます。 

  ③担当委員が技術的基準に適合していると判断する事が困難で、審査終了の見込みの 

   ないと判断した審査案件については、審査を打ち切らさせて頂きます。 

  ④申込者の都合により審査の途中で申込みを取り下げる場合は「取下げ届」を提出し

   て頂きます。････(BF02-04) 

 

  附則 この要領は令和４年１０月１日から施行する。 

 

委員会 

（報告） 

 

認証書発行 

 

最終版図書

の作成 


